
指定管理施設の管理運営状況評価（モニタリング）シート概要（令和3年度事業分）

出資
法人

～ 5年

～ 5年

～ 4年

〇一括管理施：山梨県立美術館、山梨県立文学館、山梨県芸術の森公園

設 置 目 的

主 な 業 務 の 内 容

〇建築面積　約3,258㎡
〇建築延面積　約6,168㎡
〇鉄筋コンクリート造、地下1階、地上2階（一部3階）建て
〇施設の内容
　・展示室2室（998㎡）　　・閲覧室（246㎡）　　・研修室3室（159㎡、150名）
　・講堂（6554㎡、509名）　　・個人研究室2室（7㎡）
　・共同研究室2室（27㎡）
　・収蔵庫（235㎡）　　・書庫（412㎡）　　・ロビー　　・事務室　　・喫茶　等

甲府市貢川1-4-27

（1）施設の利用の承認に関する業務
（2）施設及び設備器具の維持保全に関する業務
（3）一般展示室及び研修室等を一般の使用に供することに関する業務

設 置 根 拠
（ 法 律 、 条 例 等 ）

設 置 年 月 日

主 な 施 設 内 容
（ 定 員 等 ）

構 成 団 体 株式会社ＳＰＳやまなし、株式会社桔梗屋、甲府ビルサービス株式会社

1,668,187,037ＳＰＳ・桔梗屋・ＫＢＳ共同事業体

２　施設の概要

H31.4.1 R5.3.31

所 在 地

H21.4.1 1,952,875,000

2,072,026,000

指定管理者名

H31.3.31

１　指定管理者の推移

山梨県立文学館

観光文化部　文化振興・文化財課

ＳＰＳ・桔梗屋・ＫＢＳ共同事業体

ＳＰＳ・桔梗屋グループ

ＳＰＳ・桔梗屋グループ H26.4.1

H.26.3.31

施 設 名

所 管 課

指定管理者

導入年度 平成２１年度

指定期間
委託料総額
（単位：円）

平成元年11月3日

山梨県立文学館設置及び管理条例

  文学に関する県民の知識及び教養の向上を図り、県民文化の発展に寄与
するため。

備　　　　　考
（改築工事等の状況、
一括管理施設　等）
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指定管理施設の管理運営状況評価（モニタリング）シート概要（令和3年度事業分）

３　指定管理業務に係る収支状況
（単位：円）

　

５　運営目標の達成状況（令和３年度）

６　施設所管課による総合的な評価及び指導事項（令和３年度）

７　施設所管課の指導事項に対する指定管理者の対応状況（令和３年度）

備考令和３年度令和２年度令和元年度平成30年度

△ 600,224

　　　　　年度
項目

　文学館の来館者数が減少傾向にあり、展覧会観覧者の増加はもちろん施設利用者数を増加させるための
貸館稼働率のアップ必要性も感じている。まずは貸館利用時の申請手続きの利便性をあげること、貸館の利
用制限の見直しなどをすることで新規利用者の発掘に繋げたい。また次年度後半には休館が控えており、そ
の期間を活用して貸館業務の改善をする予定。
　また、指定管理者としては展示室以外のスペースを活用した新規来館者の取込に向けた提案や休館中の
アウトリーチへの取組みを平行して実施し、今後の文学館来館者に繋がる活動を継続したい。

平成29年度 令和元年度平成30年度 令和３年度令和２年度

利 用 実 績

利 用 者
満 足 度

135,543人

備考

利用者数

「満足」又は「どちらかとい
えば満足」の合計
　◎：80%以上
　○：60%以上80%未満
　△：60%未満

49,205人 53,566人119,771人

◎

123,593人

◎◎◎◎

　施設管理、運営業務等について、条例、協定、事業計画に基づき、適正に履行されたと考える。
　新型コロナウイルス感染拡大の影響により、利用者数は前年度を下回ったものの、コロナ禍における運営
に関して企画事業に創意工夫が見られ、アンケート結果を見ても、9割を超える利用者が満足感を感じてい
るなど、非常に高い評価を得ている。
　また、機会を捉えた広報活動を実施するなど、来館者増加に向けた取り組みの姿勢は、指定管理者として
十分に評価できるものである。
　今後も、利用者の声を参考に、施設のさらなる利用促進が図られるよう、サービス向上に取り組んでいただ
くとともに、来館者の増加に向けて、学芸部門との一層の連携強化を図っていただきたい。

収入合計

支出合計

126,049,658

平成29年度

118,285,964

636,036 △ 1,664,198

４　利用状況、利用者満足度の状況

　業務仕様書等に示された業務を適切に遂行。
　総観覧者は24,840人（前年比78％、展示室のみ）。昨年好調だった企画展ほどの集客にはならず前年割
れとなった。一方、美術館からの回遊を促す施策を継続して実施することで、後半にかけては回復傾向に
あった。
　貸館については国、県のガイドラインに沿って運営を行ったが、前年3月から10月中旬にかけて講堂の天
井改修工事を実施したため貸出ができなかった。３月にはワクチン接種会場としての貸出があり日頃文学館
に来館のない県民への広報ができるチャンスと捉え、紹介動画の放映や展覧会の告知などを実施した。今
後の来館に繋げたい。

収支差額 △ 5,811,036 △ 1,399,186

127,448,844121,174,350 119,950,162

123,925,617

122,922,585

121,810,386

129,736,653

122,322,361
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指定管理施設の管理運営状況評価（モニタリング）シート詳細（令和3年度事業分）

山梨県立文学館

観光文化部　文化振興・文化財課

ＳＰＳ・桔梗屋・ＫＢＳ共同事業体

株式会社ＳＰＳやまなし、株式会社桔梗屋、甲府ビルサービス株式会社

１　利用状況 （単位：人、％）

２　類似施設・近隣施設

３　補修工事等の状況（令和３年度） （単位：円）

県

県

管

管

管

４　自動販売機設置状況等（令和３年度） （単位：円）

売上額の28％

施 設 名

指定管理者

所 管 課

修繕等の負担区分（基本協定書）： １件２０万円未満の修繕等は指定管理者が実施
＊ただし、上記にかかわらず、県の承認により、指定管理者が修繕等を実施することができる。

名 称 ・ 施 設
内 容 等

　県内には公立3館（三島由紀夫文学館、徳富蘇峰館、横溝正史館）が存在。
ただし、山梨県立文学館に匹敵する規模でないため、比較は困難である。

令和元年度

114,000

平成29年度 令和２年度

119,771

395人/日 409人/日

目標値の設定方法

従業員女子トイレ・男子トイレ便座交換外27件

台数

1

利 用 者 数 合 計

目 標 値 101,000

平成28年度実績に基づく指定管理募集提案時の目標数

利用者数

実績／目標割合 47.0%

108,600

45.3%

135,543 119,771 123,593

53,566

131,000

135,543

125.5%

108,000

利
用
者
数

利
用
率

入館者数/営業日数
※令和3年度は新型コロナウイルス感染症拡大防止のため臨時休館
があり、営業予定日数305日のところ、実営業日数は273日となった。
※臨時休館期間は8/8～9/12の32日間。

稼働率等（利用率）
の 算 定 方 法

53,566

123,593

49,205

187人/日

令和３年度

49,205

平成30年度

118.6% 94.3%

580,580

196人/日446人/日稼働率等（利用率）

198,000

1,285,749

464,200

掃除置き場屋根新設工事

選定方法 収入割合 収入額

随意契約

中央監視・DP盤用UPSバッテリー交換

客席肘あて等補強修繕、外1件

講堂内1階光触媒コーティング施工

225,847

198,000

仕入（支出）額

構 成 団 体
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指定管理施設の管理運営状況評価（モニタリング）シート詳細（令和3年度事業分）

５　指定管理業務に係る収支状況 （単位：円）

A 収入額計

ホームぺージ運営費

調査費
消耗品費
賃借料
租税公課

外部委託費

＊指定管理者委託料÷利用者数（単位：円）

（参考）自主事業に係る収支状況

（参考）使用料の県への納付状況

通信運搬費（運営事務費） 966,373 929,266 979,001 871,476 820,851

Ｂ 支出額計

12,822,652 11,229,832

1,903,010

3,418,135
9,925,904 11,717,065

1,853,280

1,291,740946,1501,793,8401,507,8202,027,890

39,346,128

2,257,200

32.5%

10,357,600

2,257,200

△ 1,399,186

8,866,368
10,169,280
18,457,200

280,330 368,730 1,959,570 2,436,160

7,390,713 4,616,618

△ 600,224

876.9 2,318.4991.7 930.1 2,458.7

636,036 △ 1,664,198 △ 5,811,036

6,036,787

平成29年度

3,950,225

19,205,560

外部委託比率

特別観覧料

一人当たり指定管理者委託料＊

県への納付金

収 支 差 額 （ Ａ - Ｂ ）

2,927,811

330,000

1,758,551

3,346,675

1,962,000 1,980,000 1,980,000

7,939,043
1,702,361
6,634,010

40,689,264
清掃業務

404,201

5,205,120

283,450 3,918,019保険料・銀行手数料等

9,333,312

6,412,135

3,896,023

令和２年度 令和３年度平成29年度 平成30年度 令和元年度

884,272
41,433,481

127,448,844

1,681,749
40,024,603

1,211,677

119,950,162
36,813,601

2,303,5252,909,536
128,211

121,174,350

57,663
1,806,529

収
　
入

自動販売機収入
喫茶店収入

指定管理委託料
追加委託料（感染症）

122,322,361

127,786

施設利用料

3,340,575

118,854,000

修繕費
40,299,379人件費
2,123,849

126,049,658

579,840
124,185,466

118,285,964

114,950,363118,772,639 120,980,750

121,810,386

130,405 61,502

123,925,617

329,949

2,875,247

喫茶店運営費

3,120,511

2,947,348

宣伝活動費

1,944,000

2,609,359

5,123,520

2,152,222
4,364,710

光熱水費

1,123,418

14,060,434
印刷製本費

6,701,843
通信運搬費（広告宣伝費）

1,343,008

1,453,9401,234,3083,637,3034,160,2374,740,255使　 用 　料

129,736,653

2,048,744

5,867,891

4,795,563

2,445,293 2,615,950

3,613,000合計

867,320

8,866,368 8,981,600

令和３年度令和２年度令和元年度平成30年度

7,048,475

19,205,56019,207,544

41,153,672

観　 覧 　料

項目

支
　
出

9,656,471
10,357,600

122,922,585
40,996,395

3,727,247

627,000

1,388,612

72,424

6,674,808

3,235,548

1,495,492

2,461,147

3,215,584

32.0% 31.7%33.5% 33.9%

18,794,160
2,760,480

2,155,916
5,895,807

3,587,010

1,944,000

1,327,610 1,222,197

41,476,83140,590,288

警備業務
設備業務

10,169,280 10,263,440

燻蒸業務 2,236,680

未払消費税

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

C 収入額計 2,099,903 390,350
D 支出額計 3,320,076 2,196,838 1,300,846 477,242

収 支 差 額 （ C - D ） △ 3,320,076 △ 2,196,838 799,057 0 △ 86,892
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指定管理施設の管理運営状況評価（モニタリング）シート詳細（令和3年度事業分）

６　利用者満足度

利用者の意見
への対応

　1ヶ月に1度、アンケートの内容を県直営部門と指定管理者が共有し、対応を協議
している。緊急度の高いものやソフト面でカバーできるものを優先的に改善した。
　展示に関するご要望は、都度学芸課に報告し、早急に解決できるものは対応し
た。

63.6%

＜肯定意見＞
・常設展の作品数が充実している
・企画展・特設展の内容が良い
・解説パネルの内容が分かりやすい
・スタッフの案内が丁寧
・65歳以上は常設展の観覧料が無料なのでありがたい

＜否定意見＞
・来館者のマナーが悪い
・解説パネルの文字サイズが小さくて読みづらい
・照明が暗い
・公共交通機関の便が悪い
・入館チェックシートの記入に手間や時間がかかり煩わしい

施設全般の満足度

56.8%

54.6%

利用者の
主な意見

36.4%

実施時期：令和3年4月～令和4年3月
※新型コロナウイルス感染防止のため8月8日(日)～9月12(日)は休館。
　 感染防止のため紙アンケートと並行してWEBアンケートを実施
実施方法：来館者へのアンケート、回答数：45人

満足

②施設設備の整備状況

5.9%

③サービスの内容 40.9% 4.5%

④また来館したいか

43.2%

94.1%

どちらかといえば
満足

どちらかといえば
不満

不満

①施設設備の充実度 47.8% 47.7% 4.5%

実施方法等
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指定管理施設の管理運営状況評価（モニタリング）シート詳細（令和3年度事業分）
７　評価結果

項目 指定管理者の自己評価 施設所管課の評価

運営業務

　経年劣化による修繕が目立った。分電
盤室内の配管からの水漏れや、展示室
内の配線ボックス不具合等安全面からも
早急な対応が求められたが、指定管理
者内で連携しスピーディーに対応した。
　また、講堂の天井改修と併せ客席照明
のLED化、調光設備の更新を実施（県
費）。工事終了後には感染症対策として
座席やドアノブ等に光触媒コーティング
の抗菌加工も行い、より安全な運営・管
理に取り組んだ。光触媒は、閲覧室内の
テーブルや書棚等にも行った。

　新型コロナウイルス感染者増加に伴
い、山梨県に「臨時特別協力要請」や「ま
ん延防止等重点措置」が発出。それによ
り 8月8日から9月12日まで「臨時休館」と
なった。休館中もお問い合わせの対応や
再開時の感染対策の見直しをした。
　再開後も日々変化していく感染症対策
をスタッフ間で共有し、お客様に納得い
ただいた上で安心して利用いただけるよ
う取り組んだ。

　新型コロナウイルス感染症の影響により、利
用者数が見通せない中にあっても、柔軟な対
応を心がけ、利用者目線に立った対策を講じ
ている。
　2ヶ月近い臨時休館があったにも関わらず、
多くの利用者を迎えることができたのは、各種
の対策が奏功した結果といえる。
　引き続き、感染症まん延状況や、県や市か
らの要請を踏まえつつ、施設利用者数の増
加に向けた誘客対策に取り組んでいただきた
い。

　業務仕様書・業務計画書に基づき、法定点
検業務などの施設管理業務が適切に実施さ
れていた。
　新型コロナウイルス感染症の予防対策につ
いては、来館者エリアの抗菌加工、レストラン
でのグリーンゾーン認証の取得など、来館者
の不安を払拭する対策を講じている。
　今後も新型コロナウイルス感染対策に配慮
しながら、保守点検、警備、清掃等、施設の
維持管理業務を効率的・効果的に取り組んで
いただきたい。

　新型コロナウィルス感染症拡大防止の
ため8/8～9/12まで休館した。7/17～
8/29の会期であった「文学の中の富士
山」展が会期途中で中止となり、お盆・夏
休みシーズンのお客様を誘致できなかっ
たことが大きく影響し、年間観覧者数は、
常設展は13,548人（前年比87％）企画・
特設展は11,292人（前年比69％）に留
まった。
　一方、山梨県でのまん延防止措置、首
都圏での緊急事態宣言が明けた10月頃
から来館者の回復が見られ、10月～3月
までの目標値5,850人を上回る7,734人
（目標比132％）となった。
　貸館では、4/1～10/14まで講堂の天井
工事のため貸出を中止していたが、再開
後にワクチン接種会場としての利用もあ
り、貸館全体では15,023人（前年比
172％）、文学館全体では45,269人※（前
年比100％）となった。※茶室等公園利
用者除く。

利用状況

維持管理
業　　　務

　業務仕様書・業務計画書に基づき、適切に
運営業務が実施されていた。
　また、新型コロナウイルス感染予防対策に
ついても、施設入館時における健康チェック
シートの記入や検温業務など、職員の努力に
より適切な運営がされている。
　特に夏期の臨時休館時には、利用者目線
に立った対応を実施し、不安の払拭に繋げた
ことは高く評価できる。
　引き続き、来館者の安全・安心に繋がるよう
な対策を講じられたい。
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　WEBアンケートの取り組みについては、新
型コロナウイルス感染症対策のみならず、
ペーパーレス化や経費削減の観点からも望
ましいと考える。
　高い利用者満足度が得られるよう、引き続き
顧客ニーズを捉えた運営ができるよう努めら
れたい。
　一層のサービスの質向上を図るため、利用
者の声を参考に継続して改善に努める一方、
事業等の見直しによりリピーターが急激に減
少しないように配慮すること。

＜収入＞
　新型コロナウイルス感染症拡大防止の
ため、8/8～9/12まで臨時休館に伴い、
文学館の喫茶「黒蜜庵きなこ亭」も休業し
た影響もあり、喫茶の売上が伸び悩んだ
（予比54％）。
　また、冬期の来館者減によりきなこ亭の
利用も減少したため、県と協議の上、
2/16～3/22までの約1ヶ月間、きなこ亭
は臨時休館した。
＜費用＞
　電気の価格高騰が著しい。予算内に収
まっているものの、前年比118％となり、
厳しい状況が続く見込み。中でも各費用
項目の中で節減できた費用は、集客の
ための広報やイベント活動、次年度の活
動に活かすためのアンケート調査などに
有効活用した。
※3施設一体管理であり、トータルで赤字
会計。

自主事業

利用者
満足度

　県直営部門とも十分協議の上、感染症
対策に留意し自主事業・提案事業ともに
を実施した。
　自主事業である「落語ぶんがく亭」は、2
回実施予定であったが、内1回は県から
新型コロナウイルス感染症拡大防止への
協力要請が出されたため、主催を降り、
貸館事業として行った。貸館事業では
あったが、陰性証明持参あるいは抗原検
査を受ける等、感染症対策を徹底してお
こなった。
　指定管理者提案事業は、展覧会に関
連するものや記念日イベントなどを行っ
たが、中でも「県民の日」には「足跡をた
どって、文学館へGO！」と題して、美術
館の玄関から文学館まで “足あとシー
ル”を設置し、文学館への誘導に注力し
た。世田谷文学館から借りた安西水丸氏
のタペストリーの展示や文学館を案内す
るツアーの実施など、初めての試みも多
数行い、1,000人を超えるお客様に入館
していただくことが出来た。

　感染対策を施しつつ４月に紙アンケー
トを再開。ＷＥＢアンケートと併用し令和2
年度よりも2倍のアンケート数を回収した
が、新型コロナウイルス感染症発生前と比
較すると低水準となった。
　お客様満足度は、美術館と同じ傾向で
あった。調査項目すべてにおいて「満足」
「どちらかといえば満足」を合わせた数字
が90％以上となり、高い水準を達成するこ
とができた。
　今後はより多くのお客様のご意見を把握
できるよう回収率アップに取組み、施設運
営に反映できるようにしていきたい。

　柔軟・斬新な発想による自主事業の企画・
実施により、館の魅力を発信しようとする努力
が認められる。
　引き続き、魅力発信に向けた自主事業の企
画に努めるとともに、民間企業や異業種団体
等の類似事業のモニタリングを行い、差別性
のある事業の企画に努めること。

収支状況

　外的要因によるコスト増が避けられない中、
業務の効率化や経費節減などの経営努力が
認められる。
　人件費、賃金等の削減により、サービスの
質が低下しないように注意すること。
　使用料収入は、収支だけでなく施設の設置
目的のバロメーターにもなるため、経営指標と
して重視すること。
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８　施設所管課による定期評価結果

総合案内及
び展覧会受
付・監視業

務

施設設備の
維持・管理

業務

　施設設備の維持・管理業務における来
館者の満足度向上を図るため、施設設
備の整備状況について問う来館者アン
ケートにおいて、「満足」「どちらかといえ
ば満足」と回答した方の割合の合計値を
評価指標とし、目標値を90％に設定。
　令和3年度の実績値は100％となり、実
績が目標を上回る結果となった。

　引き続き、施設利用者から高い評価が得ら
れるよう、施設設備の維持・管理業務を滞りな
く実施するとともに、利用者目線に立った施
設設備の維持・管理に努める。

　サービス内容の満足度向上を図るた
め、サービス内容について問う来館者ア
ンケートにおいて、「満足」「どちらかとい
えば満足」と回答した方の割合の合計値
を評価指標とし、目標値を90％に設定。
　令和3年度の実績値は96.6％となり、実
績が目標を上回る結果となった。

　引き続き、施設利用者から高い評価が得ら
れるよう、サービス向上に向けた取り組みを推
進していく。

評価 改善内容
施策推進

業務の内容
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９　管理体制（組織図）

令和３年４月１日現在

※副支配人が兼務

※駐車場警備含む

1 人

1 人

3 人

6 人

1 人

85 人 ※ミュージアムアテンダント（MA)は、

4 人 　総合案内・受付監視スタッフ

3 人

16 人

14 人

6 人

140 人

責任者（各部署）

事務（広報、貸館、経理）

スタッフ管理

ミュージアムアテンダント

MA

設備
スタッフ

6
スタッフ
管理

1

85

支配人 　　※最大時の人数

副支配人

ホール
スタッフ

4
清掃

スタッフ
16

広報
事業

3
貸館
運営

2

調理
スタッフ

3
警備

スタッフ
14

経理・
総務

1

施設管理
責任者

1
広報事業
責任者

1
管理運営
責任者

1

ホールスタッフ

調理スタッフ

清掃スタッフ

警備スタッフ

設備スタッフ

合計 ※県直営部門を除く

支配人 1

副支配人 1

レストラン
運営責任者

1
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